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第１学年算数科学習指導案 
期 日  平成１８年１０月１３日（金）５校時 

場 所  １年教室 

児 童  男子５名 女子４名 計９名 

指導者  高橋 幸子 

 

１ 単元名    たしざん 

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

本単元の主な指導事項は「加法の意味について理解し，それらを用いることができるように

する」（Ａ（２）加法と減法）ことである。具体的には，「１位数と１位数の加法の計算の仕方

を考え，その計算が確実にできること」を主なねらいとしている。 

加法計算は，これまでに１位数＋１位数，１０＋１位数などの計算で，いずれも繰り上がり

のない場合を扱ってきた。また，第８単元で３口の加法を取り上げたが，これは本単元の繰り

上がりのある計算を進める際の数処理を円滑にできるようにすることを意図したものである。 

本単元では，上記の学習をもとにして，１位数に１位数をたして繰り上がりのある加法計算

の方法について指導する。繰り上がりのある計算はこれが初めてであり，次学年以降で学習す

る加法の筆算の基礎となる大変重要な内容である。ここで扱う計算は，被加数，加数ともに１

位数であるが，繰り上がるところを「１０といくつ」ととらえるところが要点となる。 

 本単元では次のような順序と方法で学習を進める。 

 第１小単元では，加数分解による方法を取り上げる。 

① 被加数が９の場合の加法について加数を分解して計算する方法を理解し，被加数が９の場

合の計算に取り組む。 

② 被加数が８，７の場合についても，加数を分解して「１０といくつ」と考える計算方法が

使えることを理解し，加数分解による計算が確実にできるようにする。 

    第２小単元では，被加数分解の方法もあることを取り上げる。 

① ３＋９の計算の仕方を自由に考え，被加数分解の方法についても理解する。 

② 自分の考えやすい方法で，計算練習や文章題に取り組む。 

第３小単元では，計算カードを用いたいろいろな活動を通して，計算の習熟を図る。 

（２）児童について 

第４単元「あわせていくつふえるといくつ」から，「自分の考えを創る活動」「自分の考えを

整理する活動」「自分の考えを伝える活動」を算数の学習活動の中に位置付ける取り組みを行っ

てきた。しかし，その活動には個人差が見られる。本単元前に実施した「算数アンケート」の

結果を見ると，質問事項の中で「あまりしない」「ぜんぜんしない」の回答があったものをあげ

れば， 

・ みんなのまえでもんだいのときかたをはなしていますか。・・・・・・・・・・・７名 

・ じぶんとともだちのやりかたのおなじところをみつけていますか。・・・・・・・１名 

・ じぶんとともだちのやりかたのちがうところをみつけていますか。・・・・・・・６名 

・ みんなのまえで，ともだちのやりかたのいいところをはなしていますか。・・・・４名 

という結果であった。そこで，本単元では，児童同士の関わり合いの中で，解決方法を見せ合

ったり，説明し合ったりしながら，感じたことや考えたことを自由に話すことができるように

支援すること，また，みんなの前で意欲的に発表ができるように支援することを重点として指

導していきたい。 

内容理解については、事前に行ったレディネステストにおいて次の結果を得ている。 

①繰り上がりのない加法計算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 正答率１００％ 

②１０＋１位数の加法計算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正答率１００％ 

③３口の加法計算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正答率１００％ 

④２０までの数の合成・分解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正答率 ９５％ 

⑤３口の加法の文章問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正答率１００％ 

⑥繰り上がりのある加法計算の文章問題（未習問題）・･・・・・・・・・・・正答率１００％ 

この結果から，既習の加法計算については全員がほぼ習得していることが分かった。未習問
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題についても，立式して答えを求めることは全員ができていた。このことに自信を持たせ，既

習事項を生かして繰り上がりのある加法計算の仕方を考えられるように配慮していきたい。ま

た，計算能力を高めるために，計算カードを使った練習やゲーム的な活動を工夫し，しっかり

と身に付けさせるようにしたい。 

（３）指導にあたって 

① 自分の考えを創る活動 
○ どのように計算したかが分かるように話しながらブロック操作をさせる。 

○ ブロック図，説明の文，さくらんぼ計算などの方法でも説明できるように支援する。 

② 自分の考えを整理する活動 

○ どのように計算したかが分かるように説明しながらブロック操作やブロック図，説明の文，

さくらんぼ計算などを見せ合い，気付いたことを話させる。 

③ 自分の考えを伝える活動 

○ 友達の考えを理解するために，一緒にブロック操作をさせ，共通理解を図る。 

○ よりよい考えについて話し合いを進め，計算のしかたをまとめる。 

 

３ 単元の目標 

１位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解し，それを用いることができる。 

（関）・ 数の構成や１０の補数などの学習経験を生かして，１位数どうしの繰り上がりのある加

法計算のしかたを進んで考えようとする。 

（考）・ ２０までの数の構成や１０の補数に着目して計算のしかたを考える。 

（表）・ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算ができる。 

（知）・ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解する。 
 

４ 単元の関連と発展 

 

 
                                         

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 ２年 ３年 

④あわせていくつ 
   ふえるといくつ 
・加法の意味と記号 
・繰り上がりのない加法 

⑥１０よりおおきいかず 
 
・１０＋３などの計算 

⑧ふえたり へったり 
 
・簡単な３口の加法，減法

と混合 

本単元 たしざん 
 
・繰り上がりのある加法 

⑬たしざんとひきざん 
 
・順序数の加法 
・異種量の加法 
・求大 

②何十の計算 
 
・数の構成に基づく加減計

算 

③たし算のひっ算 
 
・２位数＋１，２位数＝２

位数 
・加法の筆算形式 

⑥３けたの数 
 
数の構成に基づく加法 

⑦計算のくふう 
 
・（ ）の意味 
・口数の多い加減計算の筆 
算 

⑧たし算とひき算のひっ算 
 
・２位数＋１，２位数＝３

位数 

⑮たし算とひき算 
・減法逆の加法 

⑤たし算とひき算の筆算 
 
・３位数＋２，３位数 
     ＝３，４位数 

⑦暗算 
 
・２位数＋２位数の暗算 

⑯そろばん 
 
・珠算の加法 
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５ 指導計画 

  「たしざん」１１時間 

時 目 標 学習内容 評価規準 

①９＋４のけいさん 

１ 

本 

時 

 

○１位数どうしの

繰り上がりのあ

る加法計算のし

かたを考える。 

・場面を読み取り立式する。 

・９＋４の計算のしかたを考える。 

・加数分解による計算方法をまとめる。 

 

□考繰り上がりのあるたし算の
しかたについて，１０のまとま

りに着目して考えている。 

２ ○１位数どうしの

繰り上がりのあ

る加法計算で，加

数を分解して計

算する方法につ

いて理解する。 

・被加数が９の場合の計算に取り組み，理 

解を深める。 
□表加数分解による計算ができ
る。 

□知加数分解による計算のしか
たを理解している。 

３ 

・ 

４ 

○１位数どうしの

繰り上がりのあ

る加法計算で，加

数を分解して計

算する方法の理

解を確実にする。 

・被加数が８，７の場合の計算のしかたを 

 考える。 

・加数分解による計算方法について理解を 

 深める。 

・計算練習に取り組む。 

□表加数分解による計算が確実
にできる。 

□知被加数が８，７の場合でも，
１０のまとまりをつくればよい

ことを理解している。 

 

②３＋９のけいさん 

１ 

・ 

２ 

 

 

○１位数どうしの繰

り上がりのある加

法計算で，被加数

を分解して計算す

る方法についても

理解する。 

・場面を読み取り立式する。 

・３＋９の計算のしかたを考える。 

・被加数を分解して計算する方法について 

も理解する。 

・計算練習に取り組む。 

・文章題を解決する。 

□考被加数，加数の大小に着目し
ながら，１０のまとまりをつく

ることを考えている。 

□知被加数分解による計算のし
かたを理解している。 

かあど れんしゅう 

１ 

～  
５ 

○加法の計算能力

を高める。 

 

・計算カードを用いたいろいろな活動を通

して，繰り上がりのある１位数どうしの

加法計算の練習をする。 

□関計算カードを使った練習に
取り組もうとしている。 

□表繰り上がりのある１位数ど
うしの加法計算が確実にでき

る。 

 

 

６ 本時について（１／１１時間） 

（１）目標 

   １位数どうしの繰り上がりのある加法計算で，加数を分解して計算する方法について理解する。 

 

（２）仮説に関わって 

仮説１・・・自分の考えを創る活動 

 ○ どのように計算したのかが分かるように話しながらブロック操作をさせ，計算のしかたを考えさ

せる。 

仮説２・・・自分の考えを整理する活動 

 ○ グループ毎にブロック操作を見せ合い，気付いたことを話させる。 

仮説３・・・自分の考えを伝える活動 

○ いいと思う友達の考えについて，ブロック操作しながら説明させる。 

 ○ 友達の考えを理解するために，一緒にブロック操作をさせ，共通理解を図る。 
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（３）具体の評価規準 

観点 おおむね達成できている(B) 十分に達成できている(A) 支援を要する子への手立て

考 

 

  

 10のまとまりをつくるこ

とに着目して計算のしかた

を考えることができる。 

 加数分解をして 10のまと

まりをつくることをブロッ

ク操作をしながら説明する

ことができる。 

 ９をもとに，あといくつ

で10になるかを問いかけ，

10のまとまりに着目させ

る。 

 

（４）展開 

段

階 
学習内容と学習活動（予想される児童の反応） 指導上の留意点 

つ

か

む 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ どんぐり拾いをしている絵を見て，場面につい

て話し合い，課題への関心を高める。 

 

 

２ 問題文を読み題意をとらえる。 

 みきさんはどんぐりを９こ，たけしさんは 

４こひろいました。 

 あわせてなんこひろいましたか。 

 

 ・ 分かっていること…みきさんは９こ 

            たけしさんは４こ 

 ・ きいていること……合わせたどんぐりの数 

 

３ 立式する。 

・ ９＋４になります。 

・ 「あわせて」だから９＋４になります。 

 

４ 課題をつかむ。 

   ９＋４のけいさんのしかたをかんがえよう。 

※ 本時の課題である答えが 10より大き

くなる場面について関心を向けるよう

に発問や提示のしかたを工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ どうしてたし算でよいのか根拠も説

明させる 

 

 

※ 答えが 10より大きくなりそうだとい

う見通しを持たせ，既習事項との違いを

明らかにする。 

見 

通

す 

２ 

分 

５ 解決の見通しを持つ。 

 ・ ブロックを使って考えることを確認する。 

 

  □□□□□□□□□  □□□□ 

※ 机上にブロックを並べさせ，操作しな

がら計算のしかたを考えることを確認

する。 

 

考

え

る 

 

10 

分 

６ 自力解決をする。 

         【自分の考えを創る活動】 

 

① １から数えて 

  □□□□□□□□□□□□□ 

  １２３４５６７８９10111213 

 

② ９にひとつずつたして 

  □□□□□□□□□←□□□□ 

          ９ 10111213 

 

③ 10のまとまりをつくって（加数分解） 

  □□□□□□□□□←□ □□□ 

    ９に１をたして10   ３ 

           10と３で13 

 

【仮説１に関わって】 

○ どのように計算したのかが分かるよ

うに話しながらブロック操作をさせ，計

算のしかたを考えさせる。 

評（考）10のまとまりをつくることに

着目して計算の仕方を考えることがで

きる。 
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④ 10のまとまりをつくって（被加数分解） 

  □□□ □□□□□□→□□□□ 

          ４に６をたして10 

   ３と10で13 

学

び

合

う 

 

５ 

分 

 

 

 

 

７ それぞれの考え方を，ブロックを操作しながら

発表し合う。 

         【自分の考えを整理する活動】 

・ みんな答えが13で同じです。 

・ わたしは１から数えたけど，○○さんは10の

まとまりをつくって10と３は13になりました。 

・ ぼくは４を１と３に分けたけど，○○さんは

９を３と６にわけました。 

・ 10のまとまりをつくると答えを出しやすい。 

・ 10と３にするとわかりやすい。 

・ ９に１をたした方が簡単だと思う。 

【仮説２に関わって】 

○ グループ毎にブロック操作を見せ合

い，気付いたことを話させる。 

※ ブロック操作のしかたを話しながら

見せ合うよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

10 

分 

８ それぞれの考え方を見て、よりよい考え方につ

いて検討する。 

         【自分の考えを伝える活動】 

・ 10のまとまりをつくっているのでわかりやす

い。 

・ ４を１と３に分けている。 

・ ９を３と６に分けるやり方もあった。 

・ 10と３なので数えやすい。 

  

 

９ 課題についてまとめる。 

   

９＋４のけいさんのしかた 

◇1９はあと１で10。 

◇2だから，４を１と３にわける。 

◇3９に１をたして10。 

◇410と３で13。  

【仮説３に関わって】 

○ いいと思う友達の考えについて，ブロ

ック操作をしながら説明させる。 

○ 友達の考えを理解するために，一緒に

ブロック操作をさせ，共通理解を図る。 

※ 意図的な指名で話し合いを進め，１０

のまとまりをつくるよさを考えさせ，本

時のまとめにつなげる。 

 

 

※ 学習プリントを用意し，計算のしかた

を書いてまとめさせる。 

※ ブロック操作をしながら，計算のしか

たを言う練習をさせる。 

練

習

す

る 

３

分 

10 ９＋３の計算をする。 ※ 計算のしかたを言いながらブロック

操作をさせる。 

※ 一人で解決した後，全体で確認する。 

つ

な

げ

る 

５

分 

11 今日の学習について振り返る。 

 ・ 10のまとまりをつくって考えることが分か

た。 

・ 計算の順序が分かった。 

※ 学習プリントで，今日の学習について

自己評価させる。 

※ 今日の学習で分かったこと，友達のよ

さについて発表させる。 

※ 次時は，９＋いくつの計算練習をする

ことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◇1９はあと１で10。 

◇2 だから，３を１と２にわける。 
◇3 ９に１をたして 10。 
◇4 10と２で 12。 
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７ 板書計画 

 

                             

９＋４のけいさんのしかたをかんがえよう。 

      

 □□□□□□□□□  □□□□              

  

   １からかぞえる。          ９＋４のけいさんの 

    □□□□□□□□□□□□□          しかた 

    １２３４５６７８９10111213   ◇1 ９はあと１で１０ 

   ９に１つずつたしていく。     ◇2 だから，４を１と 

                  □□□□□□□□□←□□□□     ３にわける。 

  しき   ９＋４                ９ 10111213   ◇3 ９に１をたして１０ 

                  １０のまとまりをつくる。     ◇4 １０と３で１３ 

                  □□□□□□□□□←□ □□□ 

                    ９に１をたして１０  ３ 

                           １０と３で１３ 

                  □□□ □□□□□□→□□□□ 

                         ４に６をたして１０ 

                    ３と１０で１３ 

          

                  こたえ １３こ 

 みきさんはどんぐりを９こ，たけし

さんは４こひろいました。 

 あわせてなんこひろいましたか。 

  
 どんぐりひろいの絵 
 

 

 

８ 座席表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     Ｔ．Ｉ             Ｈ．Ｙ             Ｎ．Ｏ 

①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

     Ａ．Ｓ             Ｋ．Ｎ             Ｓ．Ｋ 
①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧５  ⑨１７ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

     Ｓ．Ｋ             Ｔ．Ｈ             Ｋ．Ｈ 
①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 ①○  ②○  ③○ 

④○  ⑤○  ⑥○ 

⑦○  ⑧○  ⑨○ 

⑩○  ⑪○  ⑫○ 

⑬○  ⑭○ 

 

レディネステスト 
① ４＋５ ②７＋３ ③１０＋８ ④９＋1＋５ ⑤８と□で１０です。 ⑥４と□で１０です。  
⑦１０と３で□です。 ⑧３は２と□です。 ⑨１０は７と□です。 ⑩１４は１０と□です。 

かごにたまごが８こはいっています。そこへ２こいれました。ぜんぶでなんこになりましたか。 ⑪式 ⑫答え 

９にんであそんでいます。そこへ３にんきました。みんなでなんにんになりましたか。⑬式 ⑭答え 

                     黒            板  

 


